























































































































還南側 84 軒・北側 85 軒のうち約 3割にあ







積り直段書」（11）によれば、此坪〆 846 坪 5
分 8 厘、壱坪ﾆ付代銀 94 匁 2 分 2 厘 6 毛、
代〆銀 79 貫 769 匁 4 分 5 厘、此金 1329 両






























































































































これによれば、先ず新畳 1121 帖半は 1 度




分の 400 畳のうち 100 畳が小田井表で作ら
れ、残り 300 畳は急遽琉球表で作られた。
それぞれ単価は小田井表（紺縁付）なら銀
6匁 1 分であり、琉球表（無縁り）なら銀 5
匁 5 分 6 厘であった。5両を前金で受け取
り全額は銀 1貫 665 匁になった。9月 8 日
までの分は 703 畳半で全てが小田井表（紺
縁付）で、単価は銀 7 匁となった。金 45
両を前金で受け取り全額は銀 4貫 924 匁 5
分になった。1ヶ月以上過ぎた 10 月 12 日
には新畳 1121 帖半は銀 7 貫 199 匁 5 分で





















































三郎船（畳 350 帖）・栗笠清六船（畳 260 帖）・
烏江太兵衛船（畳 260 帖）・烏江喜兵衛船（畳
251 帖半）の 4 つに分け、水籠数 100・み




















































製　作 形　態 帖　数 総　額 前　金 単　価
❶ 8/15
小田井表
　　（紺縁付） 100 610 匁
5 両
6 匁 1 分
琉球表
　　（無縁り） 300 1 貫 665 匁 5 匁 5 分 6 厘
❷ 9/8
小田井表
　　（紺縁付） 703.5 4 貫 924 匁 5 分
45 両 7 匁


















源三郎 350 水籠　 100 （不詳）
多（太）兵衛 260 なし （不詳）

















































され、それを 10 月 2 日に桑名屋伊右衛門
が船（船名は不明）で安田七郎兵衛（27）（船附
湊問屋）を通して運んだことがわかる。船
賃が「船附まで〆 184 文　船附から〆 184
























































　1804 年（文化元）から 10 年間の史料（36）
によれば、濃州大垣へは信州玉子が全集荷
数 177 箱のうち販売先がわかっている 130














































1980 年 2 月、p.53）。
（2）「天保十三年四月諸色直段引下ケ調帳」
『愛知県史』資料編 15.　近世 1 名古屋・





杷島町、1993 年 3 月、p.1）。　　
（4）西枇杷島町史編纂委員会編『西枇杷島








1981 年 3 月、pp.271-345）。
（6）岡田文園・野口梅居・小田切春江『尾
張名所図会』下（愛知県郷土資料刊行会、
1971 年 3 月、p.64）。
（7）「鯱名物」青木美智男編『決定版番付集
成』（柏書房、2009 年 11 月、p.323）。
（8）一宮市編『新編一宮市史』資料編 8（一





























































































































川町史』通史編（清須市、2008 年 3 月、
p.216）。
（38）前掲注（3）「小川伝七家文書」史料番号
29。
（39）前掲注（3）「小川伝七家文書」史料番号
37。この時は問屋与左衛門が船改所兼帯
となっている。その経緯については、同
58・59 号文書に詳しい。
